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ASEAN大使通信 

第 25回 継続と変革 

 

2024年（令和６年）12月 24日 

 

 

日 ASEAN経済共創フォーラム 2024  

（2024年 12月 20日、於東京、ASEAN事務局提供） 

 

年の瀬が近づく中、皆様いかがお過ごしでしょうか。昨年 12 月に東京で日

ASEAN特別首脳会議が盛大に開催されてから、早くも一年が経ちました！ 

 

今月も、日 ASEAN 協力を推進する多くの行事が開催されました。上旬は海洋

協力及び連結性会議、日 ASEAN 知的財産権セミナー、ファストトラック・ピ

ッチ、中旬は東南アジア・Quad（日米豪印）対話が開催され、年内最後の行

事としてカオ・キムホン ASEAN事務総長が訪日しました。 

 

この一年間の進展を振り返って、日本と ASEAN にとって重要なことは、相互

信頼関係を強化する取組を「継続」するとともに、双方が学び合い共創する中

で自らを「変革」していくことと感じました。皆様に一連の行事をご紹介しな

がら、日 ASEAN協力の方向性を一緒に考えていきたいと思います。 
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日インドネシア共催・海洋協力及び連結性会議 

（2024年 12月３日、於ジャカルタ） 

 

●海洋協力及び連結性会議 

 

12 月３日～４日、日本の防衛省とインドネシアの国防省の共催で、「海洋協力

及び連結性会議」がジャカルタで開催されました。この会議は、昨年 11 月の

ASEAN 国防相会議（ADMM）で、防衛の観点からインド太平洋に関する

ASEAN アウトルック（AOIP）を実施していくことが決定されたことを受けて、

最初の具体的プロジェクトとして開催されたものです。 

 

今回の会議には、拡大 ASEAN 国防相会議（ADMM プラス）参加国に加え、東

ティモール、太平洋島嶼国、インド太平洋地域に関するビジョン等を有する欧

米諸国や機関が参加しました。この会議では、海洋安全保障における共通の課

題や、共同訓練や能力構築をはじめとする地域間の連結性向上に資する取組に

関して活発な意見交換が行われました。 

 

日本の防衛省がインドネシアはじめ ASEANの国防省とともに、ASEAN主導の

枠組みと AOIPを支持し、諸外国との連携を一層強化しながら、「自由で開かれ

たインド太平洋」の実現に向けて積極的に貢献していることを嬉しく思います。 

https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/j-asean/mccc_202412.html
https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/j-asean/mccc_202412.html
https://admm.asean.org/dmdocuments/2023_Nov_17th%20ADMM_Jakarta_15%20Nov%202023_Concept%20Paper%20on%20the%20Implementation%20of%20the%20AOIP%20From%20A%20Defence%20Perspective.pdf
https://admm.asean.org/dmdocuments/2023_Nov_17th%20ADMM_Jakarta_15%20Nov%202023_Concept%20Paper%20on%20the%20Implementation%20of%20the%20AOIP%20From%20A%20Defence%20Perspective.pdf
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日 ASEAN知的財産権セミナー 

（2024年 12月４日、於ジャカルタ、ASEAN事務局提供） 

 

●日 ASEAN知的財産権セミナー 

 

12 月４日～５日、日 ASEAN 知的財産権セミナーがジャカルタで開催されまし

た。ASEAN 事務局・アジア刑政財団（ACPF）・JICA の共催で、ERIA、WIPO、

JETRO、日本弁護士連合会、弁護士知財ネット、法務省及び特許庁が協力、

JAIFが支援したものです。 

 

このセミナーには、ASEAN 各国と東ティモールの知的財産権を専門とする裁

判官・弁護士や行政官が参加して、ASEAN 地域での商標権侵害訴訟や商標権

行使の問題点について、日本の知的財産権の専門家と議論を行いました。セミ

ナー開会式では、ナラリャ ASEAN 事務次長（官房担当）とともに、私も開会

挨拶を行いました。 

 

ASEAN地域での知的財産権の保護は、日 ASEAN双方のビジネスが今後一層発

展していく上で重要な課題です。本年９月の日 ASEAN 特許庁長官会合（於ブ

ルネイ）で採択された日 ASEAN知財共同声明 2024と日 ASEAN知財アクショ

ンプラン 2024-2025、昨年７月の日 ASEAN 特別法務大臣会合（於東京）で採

択された共同声明と日ＡＳＥＡＮ法務・司法ワークプランでも、本分野での協

力の推進を確認しています。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_1205jp.html
https://asean.org/deputy-secretary-general-of-asean-for-community-and-corporate-affairs-delivers-remarks-at-the-opening-ceremony-of-the-asean-japan-good-practice-seminar-on-intellectual-property-2024/
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100764415.pdf
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100764415.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2024/09/20240904001/20240904001.html
https://www.meti.go.jp/press/2024/09/20240904001/20240904001-1.pdf
https://www.moj.go.jp/kokusai/kokusai08_00032.html
https://www.moj.go.jp/content/001401294.pdf
https://www.moj.go.jp/content/001401295.pdf
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日インドネシア・ファストトラック・ピッチ 

（2024年 12月５日、於ジャカルタ、JETRO提供） 

 

●ファストトラック・ピッチ 

 

12 月５日、日インドネシア・ファストトラック・ピッチのファイナリストによ

るピッチと表彰式が開催されました。日 ASEAN 双方の企業の協業によるオー

プンイノベーション・共創を促進するため、日 ASEAN の主要企業が課題（チ

ャレンジ）を提示し、日 ASEAN をはじめ全世界の企業から提案を募るもので

す。昨年に続き、本年もシンガポール、ベトナム、インドネシア、タイで順次

開催されています。 

 

今回、主要企業６社（チャレンジオーナー）からの課題に対して、17 のファイ

ナリスト・スタートアップからピッチが行われました。開会式では、武藤容治

経産大臣のビデオメッセージに続き、エディ・プリオ・パンブディ尼経済調整

省次官、ヨハネス・ルキマン尼商工会議所（KADIN）アジア太平洋委員長、石

川浩 JETROシンガポール事務所産業調査員と私から挨拶を行いました。 

 

表彰式の後、ERIAの E-DISCでネットワーキング・レセプションが開催されま

した。私も参加して挨拶し、日インドネシアをはじめ多数の主要企業やスター

トアップの代表からお話を伺いました。今回も、具体的な協業が多数進展した

とのことです。このような取組が、日本や ASEAN のみならずインド太平洋地

域や世界の社会課題の解決に貢献するよう願っています。 

 

https://www.jetro.go.jp/indonesia/Indonesia_Japan_Fast_Track_Pitch_Event_2024.html
https://www.canva.com/design/DAGVCH1Q-hk/CKO2vR-1PDe6YUKSto7e3g/view?utm_content=DAGVCH1Q-hk&utm_campaign=designshare&utm_medium=link2&utm_source=uniquelinks&utlId=hb2cf67eb72#3
https://www.canva.com/design/DAGVCH1Q-hk/CKO2vR-1PDe6YUKSto7e3g/view?utm_content=DAGVCH1Q-hk&utm_campaign=designshare&utm_medium=link2&utm_source=uniquelinks&utlId=hb2cf67eb72#3
https://x.com/amb_japan_asean/status/1864662256807825704
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東南アジア・Quad対話（2024年 12月 11日、於ジャカルタ市内） 

 

●東南アジア・Quad対話 

 

12 月 10 日～11 日、「東南アジア・Quad 対話ーインド太平洋における ASEAN

と Quad：意見の交換、立場の確認、協力の探求」がジャカルタで開催されま

した。インドネシアのシンクタンク FPCIが主催し、日米豪印 ASEAN代表部が

協力しました。 

 

この対話は、東南アジアと Quad（日米豪印）から政府関係者や研究者が参加

する 1.5 トラック会合で、相互理解を深めるとともに、協力の機会を探求する

ことを目的としたものです。 

 

私は初日の夕食会の歓迎挨拶で、第一に Quad と ASEAN がビジョンを共有し

ていること、第二に Quad はそのビジョンを実現するための解決策・公共財を

提供していること、第三に Quad と ASEAN の協力の潜在性は極めて大きいこ

とを強調しました。 

 

今回の対話は来年の ASEAN 議長国マレーシアでも報道されました。この対話

を契機に、今後協力が着実に進展していくことを期待しています。 

https://x.com/fpcindo/status/1866838173571223602
https://x.com/fpcindo/status/1866838173571223602
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100769062.pdf
https://www.thestar.com.my/news/nation/2024/12/13/madani-vision-a-pathway-to-a-sustainable-future-for-asean-and-quad-nations-in-the-indo-pacific


6 

 

 
岩屋外務大臣とカオ・キムホン ASEAN事務総長との会談 

（2024年 12月 18日、於外務省） 

 

●カオ・キムホン ASEAN事務総長の訪日 

 

12 月 18 日～20 日、カオ・キムホン ASEAN 事務総長が、京都で日 ASEAN ヤ

ングビジネスリーダーズサミット／Future Generationビジネスリーダーズサミ

ット、東京で日 ASEAN経済共創フォーラムに出席するために訪日しました。 

 

この機会に、外務大臣、防衛大臣、環境大臣、法務大臣、農水政務官、経産審

議官、国際交流基金理事長、経団連会長との会談、京都大学での講演、駐日

ASEAN各国大使・日 ASEANセンター・国際民商事法センターとの会合、そし

てメディア取材が実現し、盛りだくさんで密度が濃い日程となりました。 

 

一連の行事の多くに同席して、幅広い分野での日 ASEAN 協力とその成果・実

利が、まさに日本の強みであると実感しました。特に、デジタル・AI や脱炭素

など最先端の分野での ASEAN の日本への期待は大きいものがあります。日

ASEAN 友好協力 50 周年のモメンタムを維持・強化する上で、ASEAN 事務総

長訪日の機会に、様々な関係者と具体的協力の方向性やアイディアを議論する

ことは大変有意義と感じました。来年は大阪・関西万博が開催されます。次の

事務総長訪日が早期に実現し、協力がさらに進展するよう願っています。 

https://asean.org/secretary-general-of-asean-delivers-remarks-at-the-asean-japan-young-business-leaders-summit-future-gen-business-leaders-summit/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-delivers-remarks-at-the-asean-japan-young-business-leaders-summit-future-gen-business-leaders-summit/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-delivers-remarks-at-the-asean-japan-young-business-leaders-summit-future-gen-business-leaders-summit/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-participates-in-the-2nd-asean-japan-economic-co-creation-forum/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asean/pressit_000001_00001.html
https://www.mod.go.jp/j/profile/minister/nakatani/2024_12.html
https://www.env.go.jp/guide/photo_report/report_00860.html
https://asean.org/secretary-general-of-asean-meets-with-minister-of-justice-of-japan-2/
https://www.maff.go.jp/j/press/yusyutu_kokusai/chiiki/241219.html
https://asean.org/secretary-general-of-asean-meets-with-vice-minister-of-the-ministry-of-economy-trade-and-industry-of-japan/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-meets-with-vice-minister-of-the-ministry-of-economy-trade-and-industry-of-japan/
https://x.com/Japanfoundation/status/1869994691758010788
https://asean.org/secretary-general-of-asean-meets-with-the-chairman-of-keidanren-2/
https://kyoto.cseas.kyoto-u.ac.jp/event/20241219/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-engages-with-asean-committee-in-tokyo/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-engages-with-asean-committee-in-tokyo/
https://asean.org/secretary-general-of-asean-meets-with-international-civil-and-commercial-law-centre-icclc/
https://asia.nikkei.com/Editor-s-Picks/Interview/ASEAN-aims-to-conclude-digital-economy-pact-negotiations-in-2025
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日 ASEANヤング・未来世代ビジネス・サミット昼食会 

（2024年 12月 19日、於京都・二条城、ASEAN事務局提供） 

 

●継続と変革 

 

以上ご紹介した今月の行事を含め、ASEAN 特別首脳会議が開催されてからの

一年間を振り返って、日本と ASEAN にとって重要なことは、相互信頼関係を

強化する取組を継続するとともに、双方が学び合い共創する中で自らを変革し

ていくことと感じています。 

 

50 周年を経て、今や日本と ASEAN は「真に対等なパートナー」へと大きく変

わっています。今後もこれまでに培った多層的な交流と協力を「継続」すると

ともに、今や世界の成長センターとなった ASEAN の活力や多様性を日本が真

剣に学び、日本の強みとしていくことが重要です。日本と ASEAN が相互に学

び、自らを「変革」することで、地域のみならず世界の平和と繁栄に貢献でき

ると考えます。 

 

来年が、「継続と変革」を通じて日本と ASEANの「信頼と共創」のビジョンを

さらに推進する年となるよう、幅広い関係者の皆様と一緒に具体的な取組を進

めていきたいと思います。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

ASEAN代表部大使 

紀谷昌彦 


